
148 二人の盲人（バルティマイ他）をいやす 

マルコによる福音書 10：46～52、マタイ 20：29～34、ルカ 18：35～43（エリコの近く
● ●

で盲人をいやす） 
 
46 一行は（エルサレムでの過越しの祭りを祝うために、ペレア 
[ヨルダン川の向こう側]を去って、ヨルダン川を渡り、ユダヤ地方

の）エリコの町に着いた。 
イエスが弟子たちや大勢の群衆と一緒に、エリコ①を出て行こう

とされたとき（→ルカ 18：35 エリコ②に近
●

づかれたとき）、ティ

マイの子で、バルティマイ（→ティマイの息子[バル：ヘブライ語]）
という盲人が道端に座って物乞いをして

いた。 
→エリコ（海抜マイナス 251m）とエルサ

レム（海抜 762m）間は、20 ㎞程の距離 
㊟エリコは 2 か所ある。 
①エルサレムの北東約 20km、死海の北側

でヨルダン渓谷西側に位置するオアシス

の村で□の場所。 
また、古代のエリコは現在のエリコの村と 
は位置が異なり、エリコの北西の丘にある 
②テル・アッスルターンと呼ばれる遺跡丘 (→エリコ遺跡 ) ●がそれである。つまり、イエスは、①の

エリコ（テル・アッスルターン）から②のエリコへと進まれた。 
→マルコでは盲人はバルティマイの一人に対し、マタイ 20：30 では、盲人は二人となっているので、バ

ルティマイの他にもう一人盲人がいたと推定できる。そして、マルコは、目立つ人物のバルティマイに焦

点を置いて記していると思われる。 
 
【参考】 エリコ 

死海に注ぐヨルダン川河口から北西約 15km にあり、現在はヨルダン川西岸地区に含まれる。 
海抜マイナス 251m の低地にある世界で最も標高の低い町。「スルタンの泉」と呼ばれるオアシスがあり、

暖かい気候のため、様々な果樹が植えられている。モーセに率いられてエジプトを出たイスラエルの民

は 40 年間シナイの砂漠をさまよった後、モーセの後継者であるヨシュアの指揮の下、カナンの地に入っ

た。そこで最初に攻め込んだ町がエリコである。町の城壁の周りを７回ラッパを吹き鳴らしつつ回ると、

城壁が崩れ落ちたという有名な「エリコの戦い」の舞台となった（ヨシュア記 6 章）。 
エリコの名前は『旧約聖書』にも 55 回登場し、「しゅろ（棕櫚）の町」（歴代誌下 28：15）として知られ

ていた。 
→歴代誌下 28：15 
そこで前に名を挙げられた人々が立って捕虜を引き取り、裸の者があれば戦利品の中から衣服を取って

着せた。彼らは捕虜に衣服を着せ、履物を与え、飲食させ、油を注ぎ、弱った者がいればろばに乗せ、彼

らをしゅろの町エリコにいるその兄弟たちのもとに送り届けて、サマリアへ帰った。 
 
47 ナザレのイエスだと聞くと、（バルティマイは）叫んで、「ダビデの子イエスよ、わたしを憐れんでく

ださい」と言い始めた。 
→ユダヤ民族は、メシアがダビデ王の父エッサイの家系から出ると信じられていた。このためメシアは

ダビデの子と呼ばれた。バルティマイは、ナザレのイエスをイスラエルのメシアであると信じた。 
 
48 多くの人々が（邪魔なバルティマイを）叱りつけて黙らせ（たしなめ）ようとしたが、彼（→バルテ

ィマイ）はますます、「ダビデの子よ、わたしを憐れんでください」と叫び続けた（→叫び立てた）。 
→たしなめる（窘める）：とがめる、叱る、戒める 

エリコ 
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49 イエスは立ち止まって、「あの男を呼んで来なさい」と言われた。 
人々は盲人を呼んで言った。「安心しなさい。（さあ）立ちなさい。（先生があなたを）お呼びだ。」 
 
50 盲人は上着を脱ぎ捨て、躍り上がってイエスのところに来た。 
51 イエスは、「何をしてほしいのか」と言われた。盲人は、「先生（→Rabbi、ラボニ[アラム語]：私の先

生、我が主）、目が見えるようになりたいのです」と言った。 
→何をしてほしいのか 

 
52 そこで、イエスは言われた。 
「行きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」 

盲人は、すぐ見えるようになり、なお道を進まれるイエスに従った。 
→あなたの信仰があなたを救った 

 
 
 

コリントの信徒への手紙二 6：2 

なぜなら、／「恵みの時に、わたしはあなたの願いを聞き入れた。救いの日に、わたしはあなたを助けた」

と神は言っておられるからです。今や、恵みの時、今こそ、救いの日。 



【参考】 命の書と小羊の命の書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT 

・誕生した人の名前は、すべて「命の書」に記されている。 

・しかし、不信者は、「命の書」から名前が消される。 

・信者は、「小羊の命の書」に名前が記される。 

・信者は、「命の書」＝「小羊の命の書」となる。 


